
 

地域リハビリテーション出前講座の実施について 

 

１ 実施の経緯 

  平成２７年度に作成した「千葉県における今後の地域リハビリテーション支援体

制のあり方に関する報告書」の中で、住民参加の促進として地域組織や教育機関へ

の働きかけが重要であるとされた。 

そこで、教育機関への働きかけとして県内の公立小学校に通う５年生または６年

生を対象とする出前講座を実施してきた。 

 

２ 目的と内容 

  高齢者や障害のある方を含めた全ての人が安心して暮らすことの出来る地域社

会の実現に向け、子どもの頃から適切な健康感やノーマライゼーションの考え方を

学習することが重要である。 

  そのため、希望する小学校にリハビリテーション専門職を派遣し体験講座を行う

ことにより、地域リハビリテーションに対する関心を深めることを目的とする。 

 

３ これまでの実施状況 

圏域 市町村 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

千葉 千葉市 ４校 ４校 １校 ５校 

東葛南部 

市川市 １校    

八千代市 ２校 １校  １校 

船橋市  １校 ３校  

浦安市  １校   

鎌ケ谷市    １校 

習志野市    １校 

東葛北部 
柏市 １校 １校   

松戸市 ２校    

香取海匝 香取市  ２校 １校  

山武長生夷隅 

大網白里市 １校    

東金市  １校   

御宿町   １校 １校 

君津 
木更津市 １校  1校 １校 

袖ケ浦市    １校 

計 １２校 １１校 ７校 １１校 

 

４ 本年度実施 

圏域 市町村 校数 

山武長生夷隅 九十九里町 １校 

印旛 成田市 １校 

計 ２校 

※令和２年度地域リハビリテーション出前講座実施要領において、 

出前講座の対象に、県内の公立小学校に通う４年生を追加した。 
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５ 本年度の実施概要 

  １）九十九里町立豊海小学校 

    ①内容  車椅子体験、高齢者疑似体験 

    ②日時  令和２年１２月３日（木） 

    ③参加者 ５年生、２クラス、４０名 

    ④感想 

     ・車椅子利用者のサポートをする時には、声をかけて優しく接することが 

      大切だと分かった。 

     ・今回の体験で学んだことを生かし、大人になったらどんな人間でも助け 

      る助けることができる人になりたい。 

    ⑤改善点、意見、感想 

     ・用具の借用における学校側の負担が軽減されると、さらにありがたいで 

す。 

・大変有意義な体験学習となりました。  

 

２）成田市立川上小学校 

 ①内容  車椅子体験、介助体験 

    ②日時  令和２年１２月１１日（金） 

    ③参加者 ５年生、１クラス、１５名 

    ④感想  ・車椅子の消毒など、こまめにしていただけたので、安心してお 

         願いできた。 

         ・とても丁寧に対応していただき、ありがとうございました。 


